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11
月
27
日
（
金
）
、
川
越
広

場
島
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
に
て
第
13
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
５
０
０
余
名
の
選

手
が
参
加
し
、
赤
・
白
・
青
の

3
コ
ー
ト
に
分
か
れ
強
風
の
な

か
元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
を
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
個
人
戦
で
駿
河
区

の
杉
山
雅
二
さ
ん
（
青
コ
ー

ト
）
が
優
勝
、
清
水
区
の
小
澤

和
光
さ
ん
（
赤
コ
ー
ト
）
と
久

保
田
洋
子
さ
ん
（
白
コ
ー
ト
）

が
そ
れ
ぞ
れ
3
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ

ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

第 44 回 全国老人クラブ大会

元気高齢者の交流と仲間づくり

全国から 1,800 名が参集

グランシップにて盛大に開催

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会青コート優勝!! 杉山 雅二さん スコア41

白コート第3位 久保田洋子さん スコア42
赤コート第3位 小澤 和光さん スコア43

個
人
戦

個人戦で大健闘!!
  入賞おめでとうございます
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仲
間
を
増
や
し
、活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
に

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」実
現
に
向
け
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
平
成
27
年
に
は
19
万
7
千
人
余
、

高
齢
化
率
27
・
5
％
（
全
国
平
均
26
％
）

と
な
り
人
口
・
割
合
と
も
過
去
最
高
を

更
新
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
第
３
次
静
岡
市
総
合
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
を
は

じ
め
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
、「
静

岡
ら
し
さ
」
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を

進
め
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
実
現
に
向
か
っ
て
は
、
本
市
の

　

し
か
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
数
・

会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
昨
年

度
か
ら
展
開
し
て
い
る
「
１
０
０
万
人

会
員
増
強
運
動
」
に
呼
応
し
て
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
会
員
増
強
策
に
加
え
「
1

年
間
1
ク
ラ
ブ
2
名
純
増
」
を
目
標
に

掲
げ
会
員
の
加
入
を
促
進
し
、
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
努
力
を
し
て
い
ま

特
色
で
あ
る
「
地
域
の
つ
な
が
る
力
」

と
「
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
」
と
い
う

こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
や
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
「
医
療
と
介
護
の
連
携

の
推
進
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
一
人
の

高
齢
者
を
、
地
域
全
体
で
支
え
合
い
、

心
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
「
全
国
に
先
駆

け
た
都
市
」の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
よ
り
、
地

域
に
根
差
し
た
友
愛
・
奉
仕
活
動
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
ま
で
多
彩
な
活

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
会
員
増
強
に
力
強
い
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
は
来
年

度
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て
全
国
の

連
合
会
へ
の
直
接
加
入
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
本

年
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

動
を
展
開
さ
れ
、
日
々
元
気
に
過
ご

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に

健
康
長
寿
の
実
践
者
で
あ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
手
本
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を

は
じ
め
と
し
た
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
、「
健
康

長
寿
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
朝
倉 

隆
彌

静
岡
市
長
　
田
辺 

信
宏
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10
月
10
日
（
土
）
〜
12

日
（
月
）
と
、17
日
（
土
）、

18
日
（
日
）
の
5
日
間
、

若
手
委
員
を
含
む
三
区
女

性
委
員
延
べ
50
名
が
、
市

内
の
複
合
商
業
施
設
「
マ

ー
ク
イ
ズ
静
岡
」に
て「
昭

和
の
懐
か
し
い
遊
び
体

験
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

企
画
さ
れ
た
催
し
で
し
た

が
、
若
い
世
代
の
親
子
連

れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
若

者
グ
ル
ー
プ
、
お
孫
さ

ん
連
れ
の
祖
父
母
な
ど
、

様
々
な
年
代
の
方
が
「
何

年
ぶ
り
か
な
ぁ
」
と
懐
か

9
月
19
日
（
土
）
～
27
日

（
日
）
に
、
家
康
公
四
百

年
祭
駿
府
天
下
泰
平
ま
つ

り
が
静
岡
市
内
を
は
じ
め

と
し
た
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
静
岡
市
も
、
駿
府
城

公
園
内
に
城
下
町
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
つ
く
ら
れ
た
メ

イ
ン
ゾ
ー
ン
「
駿
府
城
下

町
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
出
展
の
趣
旨
は

「
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
懐

か
し
い
遊
び
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
6
坪
と
い
う
狭
い
ス

し
が
っ
て
、
け
ん
玉
や
お

手
玉
、
折
り
紙
、
輪
投
げ

に
興
じ
る
楽
し
い
場
面
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
1
日
に

８
０
０
人
を
超
す
体
験
者

数
が
あ
り
、
日
曜
日
に
は

１
０
０
０
人
を
突
破
し

て
、
休
む
間
も
な
い
忙
し

さ
で
し
た
。

　

母
親
の
け
ん
玉
さ
ば
き

に
、
目
を
輝
か
す
子
ど

も
、
子
ど
も
の
折
り
紙
を

手
伝
う
父
親
の
姿
、
見
て

い
て
微
笑
ま
し
く
温
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
そ
ろ
い
の
ベ
ス
ト
を
着

て
活
動
し
て
い
る

私
た
ち
や
、
黄
色

の
旗
を
見
て
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
っ

て
ど
こ
に
あ
る

の
？
」
と
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
方

も
い
て
、
ク
ラ
ブ

の
存
在
を
外
部
へ

発
信
で
き
た
行
事

で
あ
っ
た
と
満
足

を
し
ま
し
た
。

（
笠
井 

泰
子
）

ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
終
日
た
く

さ
ん
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、

折
り
紙
を
折
っ
た

り
、
け
ん
玉
、
お
手

玉
、
輪
投
げ
な
ど
親

子
で
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。

　

大
人
の
方
々
も
昔

を
懐
か
し
ん
で
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
遊
び
、
多
彩
な

催
し
を
盛
り
上
げ
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
私
た
ち

の
「
昔
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト

が
一
番
お
客
さ
ん
を
呼
ん

で
い
た
」
と
、
う
れ
し
い

講
評
を
頂
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
朝
倉
会
長

と
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
あ
い

さ
つ
と
お
礼
を
述
べ
さ
せ

て
頂
き
無
事
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
身
体
は
疲
れ
ま

し
た
が
、
私
に
と
っ
て
こ

の
催
し
は
大
変
有
意
義
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

（
浦
田 

翠
）

昔なつかしの遊びで交流

大盛況で大成功

家康公４００年祭に参加

昭和の懐かしい遊び体験
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
千
寿
会
が
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰

　

第
44
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
11
月
28
日
〜
29
日
に
わ
た
り
、

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
会
員
約
１
８
０
０

人
が
集
い
、
初
日
は
テ
ー
マ
別
に

「
地
域
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」

「
演
じ
る
活
動
」
の
３
つ
の
部
会

に
分
か
れ
、
事
例
発
表
や
活
動
交

流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
演
じ
る
活
動
」
部
会
に

は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
会
員
を

中
心
と
し
た
県
老
連
女
性
委
員
会

が
発
表
を
行
い
、見
事
最
高
の「
金

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
講
演
と
式
典
が
行
な

わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
清

水
区
愛
唱
歌
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ

ス
、
講
演
は
久
能
山
東
照
宮
宮
司

の
落
合
偉ひ

で
く
に洲
氏
に
よ
る
講
話
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔

洋
高
等
学
校
・
中
等
部
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
大
会
挨
拶
を
全
老
連

会
長
斎
藤
十
朗
氏
が
行
い
、
県
内

で
唯
一
、
葵
区
の
大
岩
町
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
千
寿
会
が
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
大
会
宣
言
が
朗
読
さ
れ
、
宣

言
の
実
践
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。

（
鈴
木 

泰
造
）

第
44
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

シニアクラブ静岡市　朝倉会長
による、第３部会でのあいさつ

清水区支部愛唱歌クラブのコーラス（式典前のオープニング） 県老連女性委員会のレクダンス（第3部会）

埼玉県川口市老連の
エコファッションショー（第3部会）
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一
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
「
地
域
支
援
活
動
」
へ
の
参
画

一
、
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
展
開

一
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
」
の
充
実

一
、
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立

　

10
月
29
日
（
木
）
第
44
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
静
岡
市
に
あ

る
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
引
き
続
い
て
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
静
岡
県
主
催
の
高
齢
者
い

き
い
き
創
造
広
場
（
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
芸
能
交

流
ひ
ろ
ば
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
８
５
０
名
余
が

集
ま
り
、
全
国
か
ら
の
ご
出
席
者

も
見
守
る
中
で
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
15
市
町

43
名
の
出
演
者

に
、
観
客
席
か

ら
は
歓
声
が
あ

が
り
、
大
変
な

盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
の
芸
能
交
流
ひ
ろ
ば
で
は
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
か
ら
三
保

地
区
老
連
が
「
三
保
音
頭
」
の
踊

り
を
、
そ
ろ
い
の
衣
装
で
発
表
し

大
好
評
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
彰
に
先
立
ち
審
査

員
を
代
表
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
協
会
理
事
の
小
野

田
佳
子
様
か
ら
、
審
査
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
ア
イ
デ
ア
性
・
デ
ザ

イ
ン
性
・
機
能
性
・
実
用
性
の
4 

点
に
加
え
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
も
重
視
し
た
と

の
講
評
が
成
さ
れ

た
。
出
品
作
品
は

母
親
譲
り
の
着
物

が
多
く
、
着
物
地

は
と
て
も
軽
く
素

敵
な
洋
服
に
生
ま

高
齢
者
い
き
い
き
創
造
広
場

れ
変
わ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
か
ら
は

7
名
が
出
演
し
「
優
秀
賞
」
に
小

勝
澄
江
さ
ん
、「
特
別
賞
」
に
佐
々

木
美
代
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
大
村 
明
久
）

全
国
大
会
に
続
き
、
盛
大
に
開
催

宣 言

優秀賞に輝いた
小勝澄江さん

芸能発表も盛り上がりました



第 22 号（6）市 老 連 だ よ り平成 28 年 1 月発行

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　当初の予定日が雨天で延期となり、7 月 28 日
（火）に松富スポーツ広場にて開催された大会に、
326 名の選手が参加して賑やかに熱戦が展開さ
れた。
　なお、これまでグ
ラウンドゴルフ協会
の協力で運営して来
ましたが、次回は協
力なしで運営する予
定です。（水上 博）

　10 月 9 日（金）、静岡市中央体育館にて葵区
支部スポーツ大会が開催されました。第 10 回
目という節目の今大会には、会員 650 名が参
加。まだまだ若い人には負けられないと、80
代パワーが年齢を感じさせない動きで競技をし
ていました。「素晴らしい !!」
　さまざまな場面で熱戦が繰り広げられ、最終
団体種目の玉入れ競技まで、予断を許さない接
戦となりました。今大会の目的「より楽しく、
いきいきと」を十分に果たすことのできた素晴
らしい 1 日でした。（大村 明久）

優　勝 第２ブロック
井川・梅ヶ島・大河内
玉川・賤機・美和・井宮

準優勝 第１ブロック
中藁科・南藁科・服織
安西・田町・三番町

第３位 第３ブロック 西奈・千代田・竜南・麻機

第４位 第４ブロック
安東・伝馬町・横内
一番町・駒形

男性の部

優　勝 矢部　　博 健寿会（美和）

準優勝 永田　裕次 旭寿会（千代田）

第３位 内野　米雄 たのしみ会（玉川）

女性の部

優　勝 太田　直美 しののめ（安東）

準優勝 澤村由香子 千寿会（安東）

第３位 今井三重子 健寿会（美和）

大
会
結
果

大
会
結
果

支 部 活 動 紹 介 《 葵 　 区 》

第 10 回 葵区支部スポーツ大会

80代が大活躍!! 第2ブロック優勝!!

第 3 回 葵区支部グラウンド・ゴルフ大会

葵区と駿河区が合同で
大会を開催しました

参加326名の頂点!!
優勝は矢部博さん（美和）と

　　　　太田直美さん（安東）
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　7 月 23 日 が 雨 天 で 延 期 と な り、7 月 28
日（火）に、葵区と駿河区のグラウンド・ゴ
ルフ大会が松富スポーツ広場にて行われま
した。総勢 294 名の選手が参加をして競技
が行われ、また各所で区を越えた交流も見
られ、仲間とのふ
れあいを感じられ
る、あたたかな大
会となりました。

（鈴木 富男）
男性の部

優　勝 吉澤　征作 中部楽寿会（富士見）

準優勝 山本　敏夫 中部楽寿会（富士見）

第３位 勝沢　森義 第 2 向寿会（長田北）

女性の部

優　勝 杉本　辰子 第 2 向寿会（長田北）

準優勝 杉本　信子 大谷シニアクラブ（大谷）

第３位 石川　敏子 登呂寿会（富士見）

　10 月 22 日（ 木 ） 静 岡 市
中央体育館にて駿河区スポー
ツ大会が役員と応援を含め約
550 名が参加して開催され、
スポーツを通して交流を深め
心地よい汗を流しました。
　17 学区が 3 ブロックに分
かれて、 ブロック対抗でお

手 玉 投 げ 競 走 や ボ
ール押し競走など 7
種目に取り組み、参
加 者 は 一 生 懸 命 に

走り観客席からは大きな声援
が送られていました。
　今年度は役員、実行委員対
抗のパン食い競走も行われま
した。皆さんお疲れさまでし
た。また役員、実行委員の皆
さんには早朝からの準備と、
競技のスムーズな進行に尽力
をしていただき無事に大会を
終えることができました。本
当にご苦労さまでした。

（浦田 翠）

優　勝
第３ブロック（青）

〈森下・大谷・久能・西豊田〉

準優勝
第２ブロック（黄）

〈中田・中島・南部・富士見〉

第３位
第１ブロック（赤）〈長田北・長田西
長田東・長田南・大里西・大里東・川原〉

大
会
結
果

大
会
結
果

支 部 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

第 10 回 駿河区支部スポーツ大会

第3ブロック優勝!!

参加者550名 心地よい汗流す

第 3 回 駿河区支部グラウンド・ゴルフ大会

競技の前にラジオ
体操でからだを
ほぐします

仲間との笑顔あふれる交流
葵区、駿河区合同大会
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　秋晴れのもと、入場行進が始まった。嶺保育
園鼓笛隊を先頭に、21 地区役員と選手が続き、
会場を華やかに盛上げました。競技は 7 種目で、
まずゴルフリレーで始まり熱い声援を背に日頃の
練習の成果を発揮しました。競技結果は別表の通
りで、興津地区の結束力が際立った結果となっ
た。（鈴木 泰造）

　第 17 回清水区支部グラウンド・
ゴ ル フ 大 会 は 10 月 2 日（ 金 ）、
新興津緑地公園多目的広場にて開
催されました。二度の雨天順延を
余儀なくされた今大会は、当日も
明け方まで雨が降り、1 時間遅れ
の開始となりました。

　参加選手は 21 地区より各 10
名（男 5 名、女 5 名）の 210 名
で、団体戦、個人戦（男女別）で
順位を競いました。結果は別表の
通りです。個人戦は男女別に 14
位までが県大会出場権を獲得しま
した。（鈴木 泰造）

支 部 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

優　勝 興津地区 第４位 岡 地 区

準優勝 江尻地区 第５位 駒越地区

第３位 庵原地区 第６位 船越地区

大会結果

個人の部（女性）

優　勝 徳増　静子 入　江 25 打

準優勝 石原貴美子 蒲　原 28 打

第３位 高田　佳子 袖　師 30 打

第４位 佐々ちよ子 駒　越 31 打

第５位 辻　セツ子 不二見 31 打

個人の部（男性）

優　勝 宇佐見将司 小　島 30 打

準優勝 勝山　忠彦 飯　田 32 打

第３位 橋本不二夫 岡 33 打

第４位 西川　賢司 小　島 33 打

第５位 細沢　好政 両河内 34 打

団体の部

優　勝 入 江 地 区 388 打

準優勝 蒲 原 地 区 389 打

第３位 不二見地区 394 打

第４位 小 島 地 区 395 打

第５位 由 比 地 区 397 打

※８ホール×２ラウンド

団体戦で入江地区が優勝!!

第 17 回 清水区支部グラウンド・ゴルフ大会 大
会
結
果

第 43 回 清水区高齢者スポーツ大会

興津地区高得点で優勝の栄冠!!

開催日　10 月 23 日（金）

会　場　清水庵原球場多目的広場

参加者　21 地区より役員、

　　　　選手、応援者約 1,600 名
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
主
管
の
中
部
地
区
歴

史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
11
月
30
日
（
月
）
県
内

中
部
地
区
か
ら
２
４
０

人
と
い
う
多
く
の
参
加

者
で
賑
や
か
に
行
わ
れ

た
。

　

当
日
は
風
が
な
く
一

面
の
青
空
で
11
月
末
と

し
て
は
暖
か
く
絶
好
な

ウ
ォ
ー
ク
日
和
で
し
た
。

ま
ず
、
駿
府
城
公
園
を
出

発
し
、
静
岡
浅
間
神
社
へ

参
拝
の
後
、
廣
幡
行
伸

権
禰
宜
の
説
明
を
聞
い

た
。
正
式
に
は
「
神
部
神
社
・
浅

間
神
社
・
大
歳
御
祖
神
社
」（
神

社
庁
へ
申
請
名
）
と
い
う
長
い
名

称
で
、
表
現
し
た
三
社
が
本
社
で

あ
り
、
境
内
社
四
社
と
併
せ
て
七

社
の
総
称
で
一
般
的
に
は
「
静
岡

浅
間
神
社
」
と
呼
称
し
て
お
り
ま

す
。
静
岡
浅
間
神
社
は
徳
川
三
代

将
軍
家
光
の
時
大
造
営
さ
れ
、
火

災
焼
失
後
１
８
０
４
～
１
８
６
５

年
に
造
ら
れ
た
の
が
現
在
の
社
殿

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年
か
ら
20

年
計
画
で
大
修
理
が
行
わ
れ
る
そ

う
で
、
大
歳
御
祖
神
社
・
八
千
戈

神
社
は
す
で
に
整
備
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
臨り
ん
ざ
い
じ

済
寺
は
普
段
、
修
行
僧

に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

非
公
開
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
特
別
に
幼
い
こ
ろ
の
徳
川
家

康
の
「
手
習
の
間
」
と
今
川
氏
輝
・

義
元
の
像
な
ど
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
企
画
さ
れ
た
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

城
北
公
園
で
女
性
委
員
が
お
い

し
い
「
豚
汁
」
を
用
意
し
て
く
だ

さ
り
、
気
持
ち
よ
く
昼
食
の
時
間

が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

午
後
の
コ
ー
ス
は
歩
行
用
具
な

ど
福
祉
用
具
が
展
示
し
て
あ
る
城

東
福
祉
エ
リ
ア
内
の
「
リ
ハ
・
パ

ー
ク
し
ず
お
か
」
を
見
学
し
、
隣

接
の
熊
野
神
社
を
参
拝

し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
戻

り
終
了
し
ま
し
た
。
私

の
歩
行
器
は
1
万
2
千

歩
、
5
㎞
く
ら
い
の
ウ
ォ

ー
ク
で
し
た
。
歩
い
た
場

所
は
比
較
的
静
岡
市
の

中
心
地
に
近
く
、
交
差
点

も
多
く
若
手
委
員
中
心

に
適
切
な
交
通
整
理
を
や
っ
て
頂

き
、
気
持
ち
よ
く
ウ
ォ
ー
ク
で
き

ま
し
た
。
関
係
し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
水
上 

博
）

市 老 連 の 活 動 中部地区歴史探訪ウォーキング

再発見!! 歩いて知る地元の魅力

「勅
ちょくとうかいさいしょぜんりん

東海最初禅林」と
表示された臨済寺

静岡浅間神社にて
説明を受ける

　ねんりんピック長崎２０１６の静岡市
代表をめざし、晴天の下 64 チーム（葵区
12、駿河区 10、清水区 42）が熱戦を展
開しました。成績は別表の通りです。

第 2 回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会

開催日　12 月 4 日（金）

場　所　清水庵原球場多目的広場

参加者　274 人（選手 227 人 役員 47 人）

優　勝 浜田Ｃ 清水区　浜田地区

準優勝 大沢町 清水区　岡地区

第３位

第一柏葉会 清水区　庵原地区

シニアクラ
ブ松寿会Ａ

葵　区　賎機学区

2 位グループ 興津Ａ 清水区　興津地区

3 位グループ 川原町 清水区　岡地区

4 位グループ 駒越Ａ 清水区　駒越地区

大会結果
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

浦
安
の
舞
は
、
大
里
東
小
学

校
の
5
～
6
年
生
が
練
習
を
行

い
、
扇
の
舞
や
剣
の
舞
な
ど
素
晴

ら
し
い
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
阿
波
踊
り
や
ち

ん
ど
ん
屋
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な

ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
見

物
客
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

特
に
祝
い
餅
ま
き
は
、
来
賓

も
大
勢
参
加
し
、
6
千
個
ほ
ど

の
餅
を
ま
き
ま
す
の
で
、
大
変
な

に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
各
地
区

で
高
齢
者
に
対

し
、
歌
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
活
動
を
お

こ
な
う
Ｓ
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
月
1
回
（
第
4
木
曜
日
）

に
公
民
館
で
シ
ニ
ア
の
集
い
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
や
ゲ
ー
ム
、

そ
の
他
に
歌
の
会
や
誕
生
会
な
ど
を
し

て
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

白髭神社　秋の大祭
毎年 10 月第 2 土曜日に開催

シ ニ ア の 集 い

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

10 時〜　宮司による神事、

　　　　　その後浦安の舞を奉納する

12 時〜　子ども神輿が町内を巡行

15 時〜　祝い餅まき

17 時〜　お楽しみコーナー（売店）

18 時〜　（プロも出演する）演芸大会

20 時〜　福引き抽選会

世代を超えた地区の活動
大里東学区　須藤 秀秋

大里東小学生による浦安の舞

子どもたちとの交流も祭りの楽しみ

シニアの集いではゲームをしたり一緒に昼食をいただきます
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
の
連
合
会
は
4
つ
の
部

を
置
き
、担
当
部
長
を
中
心
に「
明

る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
体
育
部
活
動
で
は
ク
ロ

ッ
ケ
ー
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
年
2
回
、
輪
投

げ
と
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ

1
回
、
あ
わ
せ
て
年
間
6
回
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
区
大
会
や
市
大
会
へ

出
場
す
る
選
手
と
チ
ー
ム
を
選
考

す
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
会
で
１
０
０
名
前
後
が
参
加

し
、
栄
光
を
目
指
し
て
、
元
気
い

っ
ぱ
い
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

て
お
り
ま
す
。

　

文
化
部
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
当
ク
ラ
ブ
最
大
の
行
事
で

あ
る
演
芸
大
会
と
文
化
作
品
展

が
あ
り
ま
す
が
、
演
芸
大
会
は

毎
年
1
回
、
学
校
体
育
館
を
借

り
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
演

者
は
２
０
０
名
程
で
、
観
覧
席

に
は
一
般
の
方
々
も
加
わ
り
、

終
日
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
交
流
館
の
ロ
ビ
ー

を
借
り
て
の
文
化
作
品
展
は
、

毎
年
2
月
に
3
週
間
の
展
示
と

な
り
ま
す
が
、
書
道
、
絵
画
、

手
芸
品
な
ど
が
多
数
出
展
さ

れ
、
来
館
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部

で
は
年
2
回
の
日
帰
り
バ
ス
旅

行
と
、
年
8
回
の
地
区
集
い
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
旅
行
は
初
夏
の
果
実
狩

り
と
、
神
社
、
寺
へ
の
初
詣
で

毎
回
80
名
く
ら
い
の
参
加
が
あ

り
友
情
を
深
め
な
が
ら
旅
情
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

地
区
集
い
は
会
場
の
関
係
か

ら
地
区
を
二
分
し
て
、
一
回
を

2
日
か
け
て
行
い
ま
す
が
、
各

回
と
も
に
80
名
前
後
の
参
加

で
、
ミ
ニ
講
座
の
あ
と
持
ち
寄

っ
た
手
作
り
料
理
を
食
べ
な
が

ら
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み

つ
つ
、
単
老
間
の
交
流
と
親
交

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
総
務
部
が
担
当
す
る

活
動
に
は
、
保
育
園
児
と
の
敬

老
会
、
幼
稚
園
児
と
の
節
分
豆

ま
き
会
、
小
学
生
と
の
昔
の
遊

び
教
室
と
餅
つ
き
体
験
会
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
と
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
中
学
生
と
の
福

祉
懇
談
会
の
5
つ
の
世
代
交
流

活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活

動
に
は
ク
ラ
ブ
役
員
と
女
性
委

員
の
計
30
名
で
毎
回
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
奉
仕

活
動
と
し
て
交
流
館
、
神
社
、

公
園
清
掃
、
花
壇
の
手
入
れ
、

児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
、
私
た
ち
に
出
来
る
地
域
貢

献
の
役
割
も
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

日
々
楽
し
く
あ
る
た
め
に

高
部
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

鈴
木 

廣
志

演芸大会には多くの参加があり
大変盛り上がります
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

現
在
の
三
番
町
学
地
区
は
、

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
と
柳
陽
ク
ラ

ブ
の
２
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
葵
区
の
西
部
に
位
置

し
、
加
入
会
員
は
さ
わ
や
か
ク

ラ
ブ
65
名
と
柳
陽
ク
ラ
ブ
43
名

の
計
１
０
８
名
で
す
。

　

両
ク
ラ
ブ
の
共
通
目
標
は
、

単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
で
す
。

26
年
度
に
は
加
入
し
て
い
た
2

単
老
が
脱
落
し
、
あ
わ
や
学
地

区
消
滅
の
危
機
に
立
た
さ
れ
ま

し
た
が
、
残
っ
た
ふ
た
つ
の
単

老
が
踏
み
と
ど
ま
り
危
機
を
回

避
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
に
つ
い
て
で
す
が
、
具
体
的

な
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
ク

ラ
ブ
で
目
標
を
掲
げ
、
企
画
を

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
地
区
も
イ

メ
ー
ジ
一
新
を
期
し

て
、
名
称
の
変
更
を

考
え
て
い
ま
す
。
さ

わ
や
か
ク
ラ
ブ
は
従

来
の
新
三
新
寿
会
を

改
称
し
て
27
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
柳
陽
ク
ラ
ブ
は

数
年
前
に
改
称
を
実

施
済
み
で
あ
り
ま

す
。

　

実
際
の
活
動
で

は
、
80
歳
の
会
員
で

も
、
無
理
な
く
身
体

を
動
か
し
て
競
技
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
輪
投

げ
」
に
着
目
し
ま
し
た
。
器
具

を
購
入
し
て
毎
月
2
回
、
2
チ

ー
ム
で
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
27
年
度
の
葵
区
大
会
に

初
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
続

け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
以
前
よ
り
行
っ
て
い

た
カ
ラ
オ
ケ
（
機
器
、
テ
レ
ビ

共
に
博
物
館
行
き
の
も
の
）
は

デ
ィ
ス
ク
の
内
容
を
更
新
し
つ

つ
、
毎
月
2
回
実
施
中
で
す
。

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
両
ク
ラ
ブ
と
も
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り

内
容
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
の
た

め
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

は
、
皆
で
楽
し
く
活
動
を
し
て

い
く
の
が
一
番
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
助
言
を
期

待
し
つ
つ
、
こ
の
稿
を
閉
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 　 区 》

三
番
町　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

柳
陽
ク
ラ
ブ　

石
川  

陽
一

ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

今年度の葵区輪投げ大会に初参加
良い成績を残せるように頑張ります
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　7 月 17 日（ 金 ）、
狐 ヶ 崎 ヤ ン グ ラ ン
ド ボ ウ ル に て、 男
性 86 名 女 性 43 名
の会員が参加して第
11 回清水区ボウリ
ング大会が開催され
ました。2 ゲームの

合計スコアで争われ、男女別 1 位～ 6 位、とび賞、ブービ
ー賞の表彰が行われました。当日、台風による大雨にも関わ
らず、多くの参加者で盛り上がりました。（清水 惠代）

順位 地区 氏名
スコア

（2 ゲーム）

優　勝 辻 川口　行洋 392

準優勝 駒越 藤本　正洋 369

第３位 岡 橋本不二夫 369

第４位 入江 土岐　明弘 364

第５位 庵原 田尻　喜一 349

第６位 高部 田中　裕　 348

順位 地区 氏名
スコア

（2 ゲーム）

優　勝 江尻 大島はつ代 347

準優勝 辻 川口　千枝 325

第３位 江尻 牧田　立代 314

第４位 船越 平岡　絹枝 298

第５位 辻 千田ミツ子 297

第６位 興津 伏見　広子 293

男性86名、女性43名による熱戦展開!!

　絶好の運動日和であっ
た秋晴れの 9 月 15 日（火）

駿河区ペタンク大会が、16 チーム
60 名の選手が集まり松富スポーツ
広場で開催されました。
　ペタンクは駿河区ではあまり浸
透していないので、清水区支部の
小谷郁夫理事からルールと競技場
の注意事項の説明を受けて、私た
ち参加者は緊張の中競技を始めま
した。ビュットの間近でボールが止
まり得点が増えたり相手ボールを
はじき飛ばしたりすると、大きな歓
声を上げて喜んでいました。

　試合は 4 つのブロックに分かれ、
リーグ戦方式で行われ順位が決定
しました。大会にあたり役員のみ
なさん、本当に朝早くからお疲れ
さまでした。ありがとうございまし
た。このペタンク競技が誰にも親
しまれるようになり、この駿河区で
も定着をすれば良いなと思います。
大会結果は以下のとおりです。

（浦田 翠）

ブロック チーム名 学区 名前

Ａ 西豊田チーム 西豊田 望月・高田・武田・石垣

Ｂ 西脇若葉会 中　島 浦田・野崎・長島

Ｃ 希望会西 豊　田 日野・富田・塩沢・石川

Ｄ 西脇第二若葉会 中　島 新村・小林・浦田

大
会
結
果

市 老 連 の 活 動 大会結果

第 11 回 清水区ボウリング大会

女性の部

男性の部

第 1 回 駿河区ペタンク大会

ペタンクって楽しい!!

来年もまたやりたい!!
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

期　　間　11 月 6 日（金）〜 9 日（月）

　　　　　9 時〜 17 時

会　　場　は〜とぴあ清水 6 階多目的ホール

参加団体　静岡市老人クラブ連合会清水区支部

　　　　　福祉団体・老人施設

　オープニングセレモニーで
は、来賓の祝辞に続き、テー
プカットで開幕しました。
　 会 場 に は 絵 画 や 書 な ど、
３６９点の作品が展示され、
期間中の来場者は７８４名で

した。力作ぞろいの素晴らし
い展示にふれ、感動いたしま
した。今後も健康長寿めざし
て、次回の出展も頑張ってく
ださることを期待致します。

（清水 惠代）

清水福祉総合文化祭作品展

力作ぞろいの展示に感動

期　　間／ 11 月 11 日（水）〜 15 日（日）

会　　場／静岡市民ギャラリー

参加団体／静岡市老人クラブ連合会葵区支部・駿河区支部

　　　　　老人福祉センター・老人ホーム・福祉団体

葵区・駿河区合同作品展

期間中１,２９５名が来場して賑わう
絵画や手芸など ３２６点

市 老 連 の 活 動
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

日本平ホテル近くの

日
ヤ マ ト タ ケ ル

本武尊像

　

日
本
平
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
静
岡
鉄
道
県
立
美
術
館
前
駅
か

ら
平へ

い
た
く
じ

澤
寺
を
経
て
日
本
平
山
頂
へ

至
る
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
立
美
術
館
前
駅
か
ら
道
路
に

出
て
左
へ
、
緩
や
か
な
上
り
坂
の

欅け
や
きの

並
木
道
を
10
分
程
で
右
手
に

「
や
ぶ
き
た
茶
の
母
樹
」
が
あ
り
、

そ
こ
を
右
に
曲
が
り
、
舗
装
さ
れ

た
道
を
左
に
曲
が
り
ま
す
。

　

途
中
、「
山
の
神
」「
県
立
美
術

館
へ
山
道
の
分
岐
」「
静
岡
ク
レ

ー
射
撃
場
」
な
ど
を
経
て
舗
装
道

路
を
50
分
程
で
平
澤
寺
に
到
着
し

ま
す
。「
平
澤
観
音
」
を
拝
み
少

し
休
憩
し
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
山
道
に
入
り
ま
す
。

第16回

平
澤
寺
に
あ
る
案
内
板
に
沿
っ
て

左
に
曲
が
り
、
ゴ
ル
フ
場
に
沿
っ

た
緩
や
か
な
上
り
道
を
50
分
で
馬

走
の
分
岐
点
に
到
着
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
ベ
ン
チ
を
利
用
し
て
一

息
入
れ
て
、
右
に
曲
が
り
ま
す
と

山
道
は
こ
こ
で
終
了
し
、
舗
装
の

道
や
未
舗
装
で
も
整
備
さ
れ
た
道

を
ゆ
っ
く
り
と
上
り
ま
す
。
左
に

日
本
平
ホ
テ
ル
を
見
た
先
で
、
舗

装
道
路
は
左
に
曲
が
り
ま
す
が
、

直
進
し
て
未
舗
装
の
道
を
進
み
ま

す
と
や
が
て
舗
装
道
路
に
出
ま

す
。
こ
の
道
を
左
に
行
き
更
に
左

に
「
日
本
武
尊
」
像
が
あ
り
ま
す
。

左
に
曲
が
ら
ず
に
更
に
直
進
し
ま

す
と
も
う
こ
こ
は
日
本
平
で
す
。

　
「
赤
い
靴
」
の
銅
像
の
先
は

「
吟ぎ

ん
ぼ
う
だ
い

望
台
」
標
高
３
０
８
ｍ
の
日

本
平
山
頂
で
す
。
天
気
が
良
け
れ

ば
、
富
士
山
・
伊
豆
半
島
・
三
保
・

清
水
港
が
望
め
ま
す
。

　

久
能
山
東
照
宮
へ
は
、
こ
こ
か

ら
歩
い
て
は
行
け
ま
せ
ん
。
昭
和

49
年
の
七
夕
豪
雨
以
来
、
歩
行
禁

止
と
な
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
ワ

ン
ウ
ェ
イ
で
す
。（
水
上 

博
）平成26年4月　市スポーツ振興課発行

「みどりの道」より

日本平周辺の地図
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

松
下
ち
と
さ
ん
は
大
正
12
年
生

ま
れ
の
92
歳
。
6
年
前
に
ご
主
人

を
亡
く
さ
れ
、
現
在
は
娘
さ
ん
夫

婦
と
3
人
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ご
主
人
と
は
曲
金
で

木
工
関
係
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

一
番
の
楽
し
み
は
近
く
に
住
ん

で
い
る
お
孫
さ
ん
に
、
年
に
2
回

ほ
ど
旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
昨
年
は
沖

縄
へ
行
き
、
台
風
で
ひ
ど
い
目
に

あ
い
、
3
日
の
予
定
が
5
日
に
な

っ
て
し
ま
い
、
大
変
だ
っ
た
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
関
わ

っ
た
の
は
14
年
前
の
こ

と
で
、
当
時
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
方
が
盛
ん
な

と
き
で
し
た
。
気
の
強

い
松
下
さ
ん
は
チ
ー
ム

戦
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
よ
り
、
個
人

戦
主
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
方
が
好
き
だ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
現
在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
な
に
よ
り
も
楽
し
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。

　

取
材
の
日
の
10
月
31
日
（
土
）

は
、
安
倍
川
河
川
敷
の
辰
起
町
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
葵
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
井
宮
、
平

和
、
水
道
の
3
町
の
30
名
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
ス
ム
ー
ズ
な
試
合
運
び
で
、
な

か
な
か
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
お

見
受
け
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
葵
区
支
部
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
後
、
静
岡
第

一
テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
ま
し

た
。「
○
ご
と
ワ
イ
ド
」
と
い
う

番
組
の
中
で
、
敬
老
の
日
を
控
え

て
高
齢
者
の
「
輝
い
て
い
た
あ
の

頃
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
あ
り
、
当
時
91
歳
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
歴
13
年
の
松
下
ち
と

さ
ん
が
テ
レ
ビ
画
面
に
元
気
に
映

り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
「
88
歳
の
時
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
で
優
勝
し
た
と
き
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
」
と
言
い
、「
今

で
も
い
い
加
減
な
人
に
は
負
け
な

い
」
と
豪
語
し
た
の
が
印
象
的
で

あ
り
ま
し
た
。（
水
上 
博
）

試合前のミーティング　前列右から2人目が松下さん

元気にショット!!
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「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
子

ど
も
会
の
バ
ス
旅
行
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

は
じ
め
て
の
経
験
、
い
つ

も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
の
で
、
今
度
こ

の
旅
行
に
行
け
て
、
や
さ
し
く
し

て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
て
良
か
っ

た
で
す
。
お
ば
さ
ん
や
、
お
じ
さ

ん
と
遊
ぶ
時
間
が
あ
ま
り
無
か
っ

た
の
が
も
の
た
り
な
い
で
す
。」

　
「
私
は
小
学
校
一
年
生
の
長
男

と
、
年
少
の
次
男
を
連
れ
て
参
加
し

ま
し
た
。
天
文
台
を
理
解
す
る
に
は

少
し
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
自

然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
虫
を
見
つ
け
た

り
、
草
で
遊
ん
だ
り
、
神
代
植
物
園

で
は
『
食
虫
植
物
』
に
餌
を
あ
げ
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
三
世
代
が
集
ま
る
せ
っ
か
く
の

機
会
な
の
で
、
も
う
少
し
交
流
の
時

間
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
続
け
て
頂
き
た
い
し
、

参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。
次
回

は
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
行
く
と

か
ど
う
で
し
ょ
う
か
…
例
え
ば
『
果

実
狩
り
』
と
か
…
」

　

7
月
18
日
に
、
平
和
緑
寿
会
と
平

和
一
丁
目
子
ど
も
会
の
共
催
で
、「
国

立
天
文
台
三
鷹
、
神
代
植
物
公
園
」

の
見
学
旅
行
を
し
て
き
ま
し
た
。（
旅

行
参
加
者
は
、
子
ど
も
会
19
名
、
平

和
緑
寿
会
28
名
で
、
バ
ス
は
満
席
に

な
り
ま
し
た
）

　

結
果
は
こ
の
お
便
り
の
よ
う
に
感

想
を
い
た
だ
き
、
一
部
の
方
の
み
掲

載
を
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
目
的
は
三
世
代

交
流
で
、
よ
り
住
み
よ
い
町
内
環

境
づ
く
り
、
そ
し
て
欲
を
か
い
て

高
齢
者
、
ク
ラ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
、
も
う
ひ
と
つ
欲
を
か
い
て

「
会
員
加
入
促
進
」
に
つ
な
げ
る

等
々
、
夢
は
大
き
い
の
で
す
。

　

実
は
平
和
緑
寿
会
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
か
、
こ
れ
を
町
内

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
今
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
旅
行
も
足
掛
か
り
の
ひ
と
つ

で
す
。
子
ど
も
会
と
の
行
事
で

は
、こ
の
先「
布
草
履
づ
く
り
」「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」「
合
同
作
品
展
」

な
ど
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う

と
、
心
を
熱
く
し
て
い
ま
す
。

三
世
代
交
流
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
緑
寿
会　

熊
﨑　

岩
男

私達 こんなことしています！

三世代交流で楽しい旅行となりました

国立天文台三鷹を子どもたちと見学
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葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

二
人
し
て
不
断
着
の
ま
ま
年
明
く
る

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

初
硯
父
似
し
声
に
正
座
し
て

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

初
仕
事
夫
婦
で
交
わ
す
御
神
酒
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

辻
つ
ま
の
合
わ
ぬ
初
夢
朝
寝
す
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

吉
尾　

茂　

初
日
の
出
自
分
の
脚
で
登
り
た
し

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

伝
ふ
べ
き
家
風
も
あ
ら
じ
雑
煮
餅

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

晴
着
き
て
孫
に
も
衣
装
目
を
見
張
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穂

七
種
の
芯
ま
で
滲
み
る
母
の
味

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

新
年
の
三
社
参
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

天
命
を
託
す
余
生
の
初
日
の
出

葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

夕
暮
の
こ
す
も
す
の
風
た
だ
さ
み
し

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

冬
の
月
落
ち
か
か
り
ゐ
る
駿
河
峰

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

且
江

ま
ゆ
は
け
の
花
の
開
き
て
庭
小
春

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

母
知
ら
ず
老
い
て
恋
し
く
涙
す
る

葵
区　

千
代
田
東
学
区　

川
合
本
田
寿
会　

山
村　

伸
子

雲
海
の
怒
濤
の
ご
と
く
谷
へ
ぬ
け

い
く
た
び
も
登
り
し
山
や
初
景
色

駿
河
区　

中
島
学
区　

中
島
上
寿
会　

鈴
木　

康
子

堀
端
の
水
面
に
浮
き
し
花

は
な
い
か
だ筏

胡
蝶
蘭
清
楚
に
し
だ
れ
咲
き
誇
る

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

ラ
ジ
友
と
歩
む
八
十
路
の
秋
深
し

清
水
区　

不
二
見
地
区　

悠
々
ク
ラ
ブ　

八
巻
シ
ゲ
ヨ

星
流
る
孫
等
の
寝
息
の
柔
ら
か
く

少
年
の
太
鼓
の
響
き
宵
祭
り

清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

さ
ざ
な
み
や
天
女
の
松
の
静
け
さ
や

俳
句

短
歌

会
員
文
芸
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駿
河
区　

中
島
学
区　

中
島
上
寿
会　

鈴
木　

康
子

神
々
し
十
五
夜
月
に
手
を
合
わ
す

艱
難
辛
苦
心
洗
わ
る

清
水
区　

庵
原
地
区　

小
里
小
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ　

小
川　

健
二

還
り
得
て
昭
和
平
成
と
生
き
抜
き
ぬ

大
正
の
戦と

も友
僅
か
と
な
り
て

清
水
区　

興
津
地
区　

興
津
中
町
緑
会　

海
野　

文
江

海
み
ゆ
る
宿
の
い
で
湯
に
ひ
た
り
つ
つ

子
ら
と
な
ご
み
し
幸
せ
の
日
々

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

親
が
わ
り
姉
が
卒
寿
我
㐂
寿

苦
労
し
た
よ
と
泣
き
笑
い
す
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

ひ
よ
ど
り
が
甘
い
み
か
ん
を
先
に
食
べ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

レ
モ
ン
吸
み
初
恋
の
君
思
い
出
す

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

皿
盛
り
で
高
値
の
秋
刀
魚
客
を
待
つ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

災
害
は
明
暗
分
け
る
酷
さ
あ
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子　

雲
間
か
ら
義
理
の
顔
出
す
十
三
夜

◇ 

次
回
は
平
成
28
年
7
月
号
（
第
23
号
）
発
行
で
す
。

◇ 

原
稿
締
め
切
り
　

5
月
16
日
（
月
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め

　
　
　

１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名

　
　

筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会

　
　

に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
　

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦

　
　

し
て
下
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　
〒
４
２
０

−

０
８
５
４	

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

渡
邉　

芳
子　
　

巻
本
源
一
郎　
　

小
林　

升
江

遠
藤　

昭
二　
　

小
林　

栄
二　
　

鯵
岡　

成
余

田
川
と
み
子　
　

久
野　

秀
子　
　

佐
々
木
李
子

月
見
里
静
枝

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

ト

ク

ガ

ワ

イ

エ

ヤ

ス

クロスワードパズル

短
歌

川
柳
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
第
44
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
、
静
岡
市
内
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
の
代
表
者

１
８
０
０
人
を
迎
え
て
の
会
場
は
壮
観
で

し
た
。
ま
た
、
表
彰
さ
れ
た
各
団
体
、
個

人
は
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
日
常

の
取
り
組
み
が
如
何
に
大
切
か
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
丙
申
」
に
な
り
ま
す
。

政
策
や
事
業
な
ど
、
成
果
が
次
第
に
形
と
な
っ
て

現
れ
る
と
、
干
支
か
ら
読
み
解
く
見
方
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
ま
ず
は
無
病
息
災
が
万
人
の
願
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、

充
実
し
た
誌
面
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
鈴
木 

泰
造
）

◎
水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

大
村　

明
久
（
葵　

区　

中
藁
科
）

鈴
木　

富
男
（
駿
河
区　

長
田
北
）

浦
田　
　

翠
（
駿
河
区　

中　

島
）

鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

清
水　

惠
代
（
清
水
区　

両
河
内
）

◎
は
委
員
長

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
13
日
、
世
界
文
化

遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産

と
な
っ
て
い
る
三
保
松
原

の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
を
前
に
全
国
か
ら

訪
れ
る
会
員
さ
ん
た
ち

に
、
三
保
松
原
を
気
持
ち

よ
く
散
策
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

メ
ン
バ
ー
約
１
２
０
人

が
参
加
し
、
羽
衣
の
松
周

辺
の
枯
松
葉
や
雑
草
な
ど

の
ご
み
を
、
約
２
０
０
袋

の
ご
み
袋
に
拾
い

集
め
ま
し
た
。
清

水
区
会
員
に
と
っ

て
は
昨
年
に
引
き

続
き
２
回
目
、
葵

区
・
駿
河
区
の
会

員
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
清
掃
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　

何
人
か
の
会
員

は
特
別
に
依
頼
を

う
け
、
通
常
は
立

ち
入
り
禁
止
と
な

っ
て
い
る
３
代
目
羽
衣
の
松

の
柵
内
に
立
ち
入
り
、
清
掃

を
行
う
と
い
う
貴
重
な
体
験

も
し
ま
し
た
。
高
齢
者
な
ら

で
は
の
丁
寧
な
作
業
で
、
砂

に
埋
ま
り
そ
う
な
枯
松
葉
も

掘
り
起
こ
し
て
集
め
、
見
違

え
る
ほ
ど
の
美
し
い
砂
浜
と

な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
の
ぼ
り
旗
を
見

た
遠
方
か
ら
の
観
光
客
も
、

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
さ
ん
お
疲

れ
さ
ん
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
し

た
。

編 集 後 記

全国大会開催に先がけ…

  三保松原清掃を実施

参加者120名が大奮闘!!
約200袋のごみを集めました


